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　第64回国民体育大会「トキめき新潟国体」（９月26日～10月６日）は45年ぶりに新潟県内で、第９回全国

障害者スポーツ大会「トキめき新潟大会」（10月10日～12日）は初めての開催となりました。トキめき新潟

国体では「相撲」、「銃剣道」、「高等学校野球（軟式）」、「トライアスロン」、「３B体操」、「リズム体操」、「ス

ケートボード」が村上市で開催され、選手たちが熱戦を繰り広げました。温かい応援やボランティアの皆さ

んの心のこもったおもてなしで、素晴らしい大会となりました。

相撲
　観衆の大声援を受

け、白熱した戦いが繰

り広げられました。

　少年、成年ともに団

体戦で新潟県勢は入

賞し、会場はますます

盛り上がりました。
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銃剣道　成年、少年ともに熱戦を繰

り広げました。新潟県勢は、

成年は惜しくも２回戦で敗

れましたが、少年は優勝。優

勝した瞬間は歓喜の渦に包

まれるなど、大盛況な大会で

した。

高等学校
野球（軟式）

　高校球児のさわやかなうえにも白熱

した戦いが繰り広げられ、接戦も数多

くありました。

　新潟商業高校は初戦で大津高校（山

口県）に善戦しましたが、惜しくも敗

れました。
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トライアスロン

3B体操

　全国から集まったトライアス

リートが、村上の風光明美な自然や

城下町の情緒あふれる町並みの中

を全力で駆け抜けました。多くの沿

道の声援に後押しされ、新潟県は男

子19位、女子17位と健闘しました。

　約1,000人もの参加者により行わ

れた３Ｂ体操。軽快な音楽に合わせ

て、楽しく体操を披露しました。ま

た、観客も参加者と一緒になって体

を動かし、心地よい汗を流していま

した。
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リズム体操

スケートボード

応援

　音楽に合わせ一人

ひとりが個性を出し

ながら、どのチーム

もいきいきとしたま

とまりのある演技を

披露し、観客も多く

素晴らしい発表会と

なりました。

　選手たちが繰り出す技と

スピードには圧巻させられ

る大会でした。どの選手も

楽しみながら滑走し、観客

も多く大盛況でした。

　各会場での皆さんの応

援が、参加選手に力を与

え、熱戦を繰り広げる原

動力となりました。

　トキめき新潟国体

の開催期間中、村上市

では、延べ約800人の

皆さんがボランティ

アに汗を流しました。

その活動は、競技運営

や総合案内、おもてな

し、観光PRなど多岐に

わたり、皆さんのおか

げで大会は無事終了

できました。

ボランティア
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主
任
児
童
委
員
と
し
て
15
年
間
在
職
し
、社

会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

加藤　雅代　氏

＝羽黒口＝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
10
年
間
在

職
し
、社
会
福
祉
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

高橋　可一　氏

＝布部＝

小池　正明　氏

＝葛籠山＝

小池　和子　氏

＝葛籠山＝

　

平
成
21
年
４
月
25
日
、葛
籠
山
地
内
の
岩
鼻

用
水
路
に
誤
っ
て
転
落
し
た
老
夫
婦
を
自
己

の
危
険
も
顧
み
ず
に
救
助
し
ま
し
た
。

平成21年度

市ほう賞受賞おめでとうございます

　市では毎年、市民の模範としてふさわしい功績や行為、行政に積極的に協力した

個人や団体を表彰しています。

　今年度は、次の28氏と1団体が受賞されました。おめでとうございます。（順不同）

八子　成夫　氏

＝葛籠山＝

八子　睦実　氏

＝葛籠山＝

　

平
成
21
年
４
月
25
日
、葛
籠
山
地
内
の
岩
鼻

用
水
路
に
誤
っ
て
転
落
し
た
老
夫
婦
を
自
己

の
危
険
も
顧
み
ず
に
救
助
し
ま
し
た
。

功績のあった28氏と
１団体に市表彰
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旧
朝
日
村
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
１
カ
月
間
在
職
し
、地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

小池　晃　氏

＝笹平＝

　

旧
村
上
市
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
６
カ
月
間
在
職
し
、地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

姫路　敏　氏

＝瀬波浜町＝

　

旧
村
上
市
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
６
カ
月
間
在
職
し
、地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

長谷川　孝　氏

＝岩船下浜町＝

　

旧
村
上
市
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
６
カ
月
間
在
職
し
、地
方
自

治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

瀧澤　武司　氏

＝飯野二丁目＝

　

三
面
川
鮭
産
漁
業
協
同
組
合
の
代
表
理
事

組
合
長
と
し
て
25
年
１
カ
月
間
在
職
し
、地
域

の
漁
業
の
振
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

髙橋　昭太郎　氏

＝泉町＝

　

第
12
回
全
国
手
も
み
製
茶
技
術
競
技
大
会

に
お
い
て
本
県
初
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、北

限
の
茶
ど
こ
ろ
村
上
茶
の
知
名
度
向
上
に
貢

献
し
ま
し
た
。

矢部　智弘　氏

＝肴町＝

　

第
12
回
全
国
手
も
み
製
茶
技
術
競
技
大
会

に
お
い
て
本
県
初
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、北

限
の
茶
ど
こ
ろ
村
上
茶
の
知
名
度
向
上
に
貢

献
し
ま
し
た
。

髙橋　和之　氏

＝瀬波上町＝

　

第
12
回
全
国
手
も
み
製
茶
技
術
競
技
大
会

に
お
い
て
本
県
初
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、北

限
の
茶
ど
こ
ろ
村
上
茶
の
知
名
度
向
上
に
貢

献
し
ま
し
た
。

飯島　剛
ごう

志
し

　氏

＝長井町＝

　

有
明
事
務
嘱
託
員
と
し
て
14
年
間
在
職
し
、

こ
の
間
、煩
雑
な
連
絡
業
務
を
担
当
し
、市
政
運

営
に
協
力
し
ま
し
た
。

鈴木　嘉一　氏

＝有明＝

　

緑
町
一
丁
目
区
長
と
し
て
、
16
年
1
カ
月
間
在
職
し
、

こ
の
間
、煩
雑
な
連
絡
業
務
を
担
当
し
、市
政
運
営
に
協

力
し
ま
し
た
。ま
た
、昭
和
55
年
以
来
、統
計
調
査
員
と
し

て
各
種
統
計
調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

近　睦夫　氏

＝緑町一丁目＝

　

保
護
司
と
し
て
16
年
間
在
職
し
、社
会
福
祉

の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

清水　光男　氏

＝南町二丁目＝

　

第
18
回
優
良
経
営
食
料
品
小
売
店
等
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
生
鮮
食
品
等
小
売
店
部
門
で
本
県
初

の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
村
上
牛
の
消

費
拡
大
や
知
名
度
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

株式会社　やま信
代表取締役

遠山　信也　氏
＝飯野三丁目＝
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昭
和
42
年
以
来
、統
計
調
査
員
と
し
て
各
種

統
計
調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

斎藤　キミ　氏

＝早川＝

　

昭
和
52
年
以
来
、統
計
調
査
員
と
し
て
各
種

統
計
調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

江口　文子　氏

＝飯野桜ケ丘＝

　

第
64
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競

技
少
年
女
子
の
部
に
新
潟
県
選
抜
メ
ン
バ
ー

と
し
て
出
場
し
、第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

井上　優
ゆう

　さん

＝三之町＝

　

２
０
０
８
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
、組
演

武
一
般
男
子
三
段
の
部
に
お
い
て
第
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

本間　鉄矢　氏

＝下鍜冶屋＝

　

第
63
回
国
民
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
成
年
女
子
の
部
に
、新
潟
県
選
抜
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
、準
優
勝
し
ま
し

た
。

小田　文
あや

子
こ

　氏

＝下新保＝

　

第
９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
男
子
の
部
に
出
場
し
、第

４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

伊與部　尚人　氏

＝瀬波上町＝

　

第
９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
卓
球

競
技
壮
年
女
子
の
部
に
出
場
し
、準
優
勝
し
ま

し
た
。

中山　とい子　氏

＝飯野一丁目＝

　

第
９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳

競
技
男
子
２
部
自
由
形
の
部
に
出
場
し
、準
優

勝
し
ま
し
た
。

金子　俊一郎　氏

＝佐々木＝

　

昭
和
55
年
以
来
、統
計
調
査
員
と
し
て
各
種

統
計
調
査
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

古川　德
いさお

　氏

＝片町＝

　

第
64
回
国
民
体
育
大
会
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
少
年
男
子
の
部
に
新
潟
県
選
抜

メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
、第
５
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

一ノ瀬　靖紀　さん

＝佐々木＝

　

第
64
回
国
民
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
少
年
男
子
の
部
に
新
潟
県
選
抜
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出
場
し
、第
5
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

田村　亮　さん

＝十川＝
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長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
は「
特
別
徴
収
」か
ら「
普
通
徴
収
」へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の
保
険
料
を
納
め
る
方
法
に
は
、「
特
別

徴
収
」と「
普
通
徴
収
」が
あ
り
ま
す
。

　

「
特
別
徴
収
」と
は
、年
金
の
支
払
月
に
年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き
し
て
納
め
る
方

法
で
、「
普
通
徴
収
」と
は
、納
付
書
や
口
座
振
替
で
保
険
料
を
納
め
る
方
法
で
す
。「
特

別
徴
収
」の
対
象
と
な
ら
な
い
人
は
、「
普
通
徴
収
」と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、「
特
別
徴
収
」か
ら「
普
通
徴
収
」に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。希
望
す
る

人
は
、振
替
口
座
の
預
金
通
帳
、通
帳
の
届
け
出
印
、保
険
証
を
持
参
の
う
え
、市
役
所

本
庁
税
務
課
、ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務
係
、各
連
絡
所
で
変
更
申
出
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、委
任
者
が
記
入
、押
印
し
た「
委
任
状
」が
必
要

で
す
。

◆
変
更
開
始
日（
例
）

　

平
成
21
年
11
月
末
ま
で
に
変
更
申
出
書
を
提
出
し
、受
け
付
け
さ
れ
た
分
は
、
平
成

22
年
２
月
か
ら
「
特
別
徴
収
」
を
中
止
し
、「
普
通
徴
収
」
の
口
座
振
替
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
保
険
税
係　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
２
３
、２
２
４
）

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
２
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　

新
聞
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
10

月
20
日
現
在
で
お
知
ら
せ
で
き
る
接
種

の
日
程
や
料
金
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。市
内
で
接
種
で
き
る
医
療
機
関
や
予

約
方
法
な
ど
は
、確
定
後
に
チ
ラ
シ
や
回

覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

提
供
で
き
る
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、当

面
は
国
が
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
の
高
い

人
か
ら
、下
記
の
と
お
り
優
先
順
位
と
接

種
時
期
を
決
め
て
い
ま
す
。こ
の
予
定
で

接
種
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、接

種
状
況
に
よ
り
開
始
が
前
後
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

接
種
は
、あ
く
ま
で
も
個
人
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
ま
す
。
優
先
接
種
対
象
者
で

あ
っ
て
も
、接
種
義
務
が
生
じ
る
も
の
で

は
な
く
、
希
望
す
る
人
は
、
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
接
種
費
用
は
現
時
点
で
は
、
２

回
接
種
で
６
，１
５
０
円
の
全
額
自
己
負

担
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
始
ま
り
ま
し
た

●接種スケジュール

※上記以外の人に対する接種については、上記の人への接種状況を踏まえ、対応していきます
※「基礎疾患（最優先）」とは、とくに重症化リスクが高い人として、一定の基準に該当するものと医師が判断した人

輸入ワクチンであれば接種可能

医療従事者

妊婦

基礎疾患（最優先）

基礎疾患（その他）

幼児（１歳～就学前）

小学校１～３年生

１歳未満児等の保護者

小学校４～６年生

中学校、高校生、高齢者に順次接種

国内産ワクチン

輸入ワクチン

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
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平成22年度

保育園の入園・学童保育所の入所 申し込みを受け付けます

 保育園
受付期間　11月２日㈪〜 11月16日㈪

◆申し込みができる人　

　村上市に住民登録があり、次のような理由で子ど

もを保育できない保護者や家族

　・日中仕事をしている

　・妊娠中または出産後間がない

　・病人の看護をしている　など

◆各園の所在地・定員など

保育園名 所在地 電話番号
定員
（人）

乳
児
保
育

第一保育園 肴町20番３号 52－3085 90 ◎

第二保育園 庄内町９番３号 52－2488 90 ◎

岩船保育園 岩船上町７番23号 56－7124 120

瀬波保育園 瀬波中町９番９号 52－4400 90 ◎

上海府保育園 吉浦1456番地１ 58－2026 30

山辺里保育園 日下1241番地２ 53－1541 90 ◎

山居町保育園 飯野三丁目15番４号 52－4179 90

金屋保育園 金屋2142番地１ 62－2355 100

大津保育園 大津８番地１ 62－3034 80

坂町保育園 坂町623番地170 62－3073 80 ◎

荒島保育園 荒島1004番地 62－4192 80

みのり保育園 北新保1548番地１ 66－8370 120 ◎

向ヶ丘保育園 小出832番地１ 66－8330 140 ◎

舘腰保育園 下新保325番地 72－1554 100 ◎

三面保育園 中新保50番地３ 72－1230 45

高南保育園 中原2722番地１ 72－1153 90

猿沢保育園 上野630番地 72－1170 90

塩野町保育園 塩野町56番地１ 73－1050 90

山北にじいろ
保育園

府屋176番地５ 77－2012 80 ◎

山北おおぞら
保育園

勝木730番地 77－2620 90 ◎

◆保育時間

　平　日　　　　午前８時～午後４時

　土曜日　　　　午前８時～11時30分

◆早朝保育

　平日・土曜日　午前７時30分～８時

◆延長保育

　平　日　　　　午後４時～６時30分

　　　　　　　　（上海府保育園は５時30分まで）

　土曜日　　　　午前11時30分～午後０時30分

　　　　　　　　（坂町保育園は午後６時30分まで）

◆乳児保育

　生後４カ月からの乳児の受け入れを行っているの

は、◎印の保育園です。生後11カ月からは、どの保

育園でも受け入れています。

◆障がい児保育

　山居町保育園を拠点保育園として実施していま

す。軽度障がい児で健常児との集団保育が可能なお

子さんは、拠点保育園以外でも受け入れます。

◆申請書類と入園調整

　・ 申請書類は、市役所本庁、支所および各保育園

にあります。

　・ 申し込み状況によっては、入園調整などを行う

場合があります。

◆その他

　入園決定した各年齢の園児数により、混合保育と

なる場合があります。※混合保育とは、年齢の違う

園児を１つのクラスとして保育することです

◆申し込みおよび問い合わせ

　・社会福祉課　保育園係

　　　☎53－2111（内線242）

　・荒川支所地域福祉課　地域福祉係

　　　☎62－3101（内線123）

　・神林支所地域福祉課　地域福祉係

　　　☎66－6111（内線112）

　・朝日支所地域福祉課　地域福祉係

　　　☎72－6887
　・山北支所地域福祉課　地域福祉係

　　　☎77－3113
　・各保育園
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 学童保育所
　受付期間　11月２日㈪〜 11月16日㈪
●対象児童

　市内小学校の１年生から３年生で、放課後は自宅へ帰っても保護者がいない家庭の児童

●各学童保育所の校区と所在地など

学童保育所名（校区） 所　在　地 電話番号 定員

二之町学童保育所（村上小学校区） 二之町１番10号 53－3323 30人

南町学童保育所（村上南小学校区） 南町二丁目11番58号 53－3077 30人

なんしょうクラブ（村上南小学校区）
南町二丁目１番11号
（南小学校プレールーム）

080－1248－6118 30人

※瀬波学童保育所（瀬波小学校区） 松波町１番32号 53－4130 30人

岩船学童保育所（岩船小学校区） 岩船上大町２番23号 56－8787 30人

山辺里学童保育所（山辺里小学校区） 山辺里721番地１（山辺里小学校内） 52－3321 30人

保内学童保育所（保内小学校区） 下鍜冶屋388番地１ 50－5125 30人

金屋学童保育所（金屋小学校区） 金屋2014番地１（金屋小学校内） 62－2101 10人

神林学童保育所（神林地区内小学校） 九日市356番地４ 66－7297 30人

朝日学童保育所（朝日地区内小学校） 小川29番地３ 53－4711 30人

山北やまゆり学童保育所（さんぽく北小学校区）府屋313番地１ 77－4820 25人

山北はまゆり学童保育所（さんぽく南小学校区）勝木730番地 77－3050 15人

※瀬波学童保育所は、平成22年４月から勤労青少年ホームの隣に移転します

●開設時間　 放課後～午後６時30分。ただし、土曜日と夏休み期間などは午前７時30分から午後６時30分ま

でです。

●休 所 日　 日曜日・祝日・お盆（８月13日～８月18日のうち連続する３日間）、年末年始（12月29日～１月４日）

●児童の送迎　 児童は放課後徒歩、またはバスで学童保育所へ行き、帰宅時は原則として保護者が迎えに来

てください。

●利 用 料　１人　月額5,000円

●そ の 他　・ 定員以上の申し込みがあったときは、選考させていただきます。

　　　　　　・ 申込書は、本庁社会福祉課子ども福祉係および各支所地域福祉課地域福祉係、または各学童

保育所にあります。

（注）　 申し込みの際、「南町学童保育所」および「なんしょうクラブ」は施設の指定ができません。後日、割

り振りますので、施設名は「南町学童保育所」でお申し込みください。

●申し込みおよび問い合わせ

　社会福祉課　子ども福祉係　☎53－2111（内線243）

　荒川支所地域福祉課　地域福祉係　☎62－3101（内線123）

　神林支所地域福祉課　地域福祉係　☎66－6111（内線112）

　朝日支所地域福祉課　地域福祉係　☎72－6887
　山北支所地域福祉課　地域福祉係　☎77－3113
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市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
の
使
い
道
や
、市
の
財
政

が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、財
政
状
況
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。今
回
は
平
成
20
年
度
決
算
の
状
況
と
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決　
算

　

９
月
市
議
会
定
例
会
で
、平
成
20
年
度
の
決

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に
、
ど

れ
だ
け
の
収
入
と
支
出
が
あ
っ
た
の
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
決
算
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

一
般
会
計

　

平
成
20
年
度
、
一
般
会
計
の
収
支
は
、
歳
入

総
額
３
０
４
億
８
，
２
４
３
万
円
、
歳
出
総
額

は
２
９
４
億
８
，
９
３
２
万
円
で
、
差
し
引
き

は
９
億
９
，
３
１
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
翌

年
度
へ
繰
り
越
し
す
べ
き
財
源
（
繰
越
事
業
の

財
源
）
を
差
し
引
い
た
収
支
（
実
質
収
支
）
は
、

８
億
８
，７
４
０
万
円
と
な
り「
黒
字
」と
な
り

ま
し
た
。

　

当
市
の
財
政
の
特
徴
は
、
地
方
交
付
税
が
最

も
多
く
歳
入
総
額
の
約
40
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
地
方
交
付
税
は
、
財
政
基
盤
の
弱
い

自
治
体
に
、
よ
り
多
く
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

当
市
の
財
政
基
盤
は
強
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
今
後
、
制
度
上
減
っ
て

い
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
交

付
額
が
確
保
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
合
併
し
た

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
効
率
的
な
財
政
運
営

を
行
え
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

平
成
❷⓪
年
度 

村
上
市

財
政
状
況

・地方交付税　124億3,782万円
　 全国の市町村が同じ行政サービスを提供できるよ

うに、国から一定のルールに基づいて交付される

もの。「普通交付税」と「特別交付税」に分けられ

ます。

・市税　　75億2,056万円
　市民税、固定資産税、軽自動車税など

・市債　　26億1,340万円
　国や市内金融機関からの借入金

・県支出金　18億5,627万円
　市が行う事業に対して県から交付されるもの

・諸収入　15億5,891万円
　延滞金、預金利子、その他雑収入

・国庫支出金　14億5,592万円
　市が行う事業に対して国から交付されるもの

・分担金および負担金　6億6,830万円
　学童保育所利用料、各種検診負担金など

・地方譲与税　6億4,193万円
　 自動車重量譲与税、地方道路譲与税など国から交

付されるもの

・その他　17億2,932万円
　地方消費税交付金、使用料および手数料など

  一般会計歳入総額  
304億�,243万円

地方交付税
124億3,782万円

市税
75億2,056万円

市債
26億1,340万円

県支出金
18億5,627万円

諸収入
15億5,891万円

国庫支出金
14億5,592万円

分担金及び負担金
6億6,830万円

地方譲与税
6億4,193万円

その他
17億2,932万円

歳入
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民生費
72億3,228万円

公債費
49億3,744万円

土木費
34億8,284万円

教育費
31億7,112万円

総務費
28億1,943万円

消防費
21億3,615万円

衛生費
19億9,037万円

農林水産業費
17億8,140万円

その他
20億2,229万円

歳出

性質別歳出内訳

・人件費　69億8,012万円
　 市議会議員、各種委員の報酬や市の職員に支払っ

た給料など

・公債費　　49億3,744万円
　市債（借入金）の返済金

・繰出金　　46億3,242万円
　 一般会計とは別に経理している特別会計に繰り出

したもの

・物件費　37億8,418万円
　 消耗品費、旅費や委託料など、他の経費に属さな

い経費

・投資的経費　35億2,872万円
　 道路・歩道など社会資本の整備や農業基盤の整備

など

・扶助費　22億9,224万円
　 各種福祉の助成、手当、医療給付など社会保障の

ための経費

・補助費等　11億9,825万円
　各種団体への補助金や交付金、保険料など

・維持補修費　8億2,989万円
　施設や道路の補修経費など

・その他　13億0,606万円
　貸付金や積立金、投資および出資金

  一般会計歳出総額  
2�4億�,�32万円

●市民１人当たりに使われたお金

民生費 104,684円
公債費 70,251円
土木費 50,412円
教育費 45,900円
総務費 40,810円
消防費 30,920円
衛生費 28,810円
農林水産業費 25,785円
その他 29,972円

合計 426,843円

※平成21年3月31日現在の人口69,087人で計算

●会計別市債残高

会計名 平成20年度
一般会計 375億7,026万円
情報通信事業 17億9,140万円
下水道事業 343億7,350万円
集落排水事業 96億9,168万円
簡易水道事業 28億8,345万円
上水道事業 52億8,184万円●平成20年度の主な事業

統合保育園建設事業

4億1,710万円
山辺里地区統合小学校

建設事業　　7,046万円
地域情報通信基盤整備

事業　　　3億6,175万円

　神林地区の老朽化した

平林・塩谷保育園を統合

し、乳児保育、一時保育も

行う「みのり保育園」を建

設しました。

消防署荒川分署建設事業

1億2,911万円

　平成23年開校予定の山辺

里地区統合小学校建設のた

めの用地造成と設計を行い

ました。平成21年度から校舎

の建設を行っています。

　民間業者の事業参入が

難しい山北地区で、高速イ

ンターネット回線整備、テ

レビの難視聴解消を目的

に、平成18年度から事業を

行ってきたもの。平成20年

度には、宅内設備工事や朝

日地区との接続工事を行

いました。

　荒川分署の老朽化と高

速道延伸に伴う高速道路

災害に対応するため、消防

署荒川分署を移転新設し

ました。

防災行政無線（同報系）

設置デジタル化事業

2億655万円

　合併前に旧市町村で整

備していた防災行政無線

をデジタル化により統合

を行い、効率的な災害対応

を図ります。（事業年度平

成20、21年度）

生活交通確保対策

1億3,000万円

　高齢者や通勤・通学者の

交通手段を確保するため、

市内路線バス運行に補助

金を交付しました。
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■ 
特
別
会
計

　

特
別
会
計
の
収
支
は
、す
べ
て
の
会
計
で
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
工
業
団
地
事
業
特
別
会
計
と
奨
学
資
金
特
別
会

計
は
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
た
め
、
平
成
20
年
度
で
廃
止
と
な

り
ま
す
。（
四
捨
五
入
に
よ
り
差
し
引
き
が
一
致
し
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
）

会計名 歳　入 歳　出 差引額
土地取得 38万円 38万円 0
情報通信事業 6億7,015万円 6億6,287万円 728万円
みどりの里 2億2,997万円 2億2,732万円 265万円
蒲萄スキー場 2,509万円 2,366万円 143万円
工業団地事業 535万円 535万円 0
あらかわゴルフ場 5,417万円 5,209万円 208万円
奨学資金 8,592万円 8,588万円 3万円
国民健康保険 81億5,830万円 79億6,210万円 1億9,620万円
国民健康保険診療所 3,246万円 3,246万円 0
後期高齢者医療 5億9,279万円 5億8,820万円 458万円
老人保健 13億3,652万円 13億3,603万円 48万円
介護保険 64億7,257万円 64億5,362万円 1,894万円
介護サービス事業 1億8,594万円 1億7,619万円 974万円
下水道事業 51億5,728万円 51億3,358万円 2,370万円
集落排水事業 20億1,680万円 20億  499万円 1,182万円
簡易水道事業 7億1,494万円 7億  900万円 594万円

■ 

公
営
企
業
会
計

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、
原
則
と
し
て
独
立
採
算
制
で

運
営
さ
れ
る
会
計
で
す
。
会
計
方

法
も
他
の
会
計
と
異
な
り
、
そ
の

年
度
の
経
営
損
益
を
示
す
「
収
益

的
収
支
」
と
、
将
来
の
経
営
に
備
え

て
行
わ
れ
る
建
設
改
良
事
業
の

「
資
本
的
収
支
」
に
分
別
し
た
会
計

方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

会計名 決　算　額

上水道事業
収益的収支

収入 9億4,293万円
支出 8億  565万円

資本的収支
収入 4億  618万円
支出 7億8,470万円

※ 資本的収入が資本的支出に不足する額3億7,852万円につ

いては、上水道事業会計の内部留保資金などで補てんさ

れます

市債のお話
　平成20年度の主な事業に「みのり保育園」の建設があります。この保育園を建設するために４億1,710万

円かかりましたが、このお金を予算の中で工面するのは、なかなか難しいのが現状です。

　そこで長く利用する施設ですから、世代間の負担の公平性も考え、将来保育園を利用する世代にも負担

をお願いするために、市債という２種類の借入金３億9,520万円をその財源として借りました。この借入金

は、おおむね12年間で返済することになります。

　この事業財源として２種類の借入金のうち１つは返済金の全額相当分を国が地方交付税に上乗せしてく

れるものです。もう１つは返済金の70％分を国が地方交付税として上乗せしてくれるものです。（下の表）

したがって、４億1,710万円のうち実質市の持ち出し分は、市債を発行していない2,190万円（一般財源）と

地方交付税で見てもらえない市債分9,828万円の計１億2,018万円となります。市としては、なるべく負担の

少ない方法を考えて、このような借り入れを活用しました。

　「こんなに借金して大丈夫」との心配もあると思いますが、事業の実施にあたっては、必要性や優先度な

どから厳選し、できるだけ負担の少ない方法で実施しています。

　また、返済した金額以上には借り入れしないことを心がけて、借入金（市債）残高を減らすよう努力し

ています。

施設整備事業債
6,760 万円

（交付税 100%算入） （交付税 70%算入）

事業費　4億 1,710 万円

市債（借入金）　3億 9,520 万円
うち交付税上乗せ分　2億 9,692 万円

市の持ち出し分
9,828 万円

1億 2,018 万円

うち上乗せされない分

過疎対策事業費
3億 2,760 万円

一般財源
2,190 万円
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健
全
化
判
断
比
率
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
指
標
が
「
早
期
健
全
化
基
準
」

「
財
政
再
生
基
準
」
を
超
え
た
場
合

に
、「
財
政
健
全
化
計
画
」「
財
政
再
生

計
画
」
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
資
金
不
足
比
率
で
は

「
経
営
健
全
化
基
準
」を
超
え
た
会
計

ご
と
に「
経
営
健
全
化
計
画
」を
策
定

し
、
国
や
県
の
勧
告
を
受
け
な
が
ら

財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。こ
の
比
率
に
つ
い
て
は
、平
成

20
年
度
の
決
算
に
基
づ
い
て
算
定

し
、監
査
委
員
の
監
査
を
受
け
、市
議

会
へ
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
の
発
行
や
道
路
建
設
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
か
か
わ

る
部
門
を
行
な
っ
て
い
る
「
一
般
会

計
」な
ど
の
赤
字
額
の
比
率
で
す
。

　

平
成
20
年
度
決
算
合
計
で
９
億
87

万
円
の
黒
字
で
し
た
の
で
、
実
質
赤

字
比
率
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
質
赤
字
比
率
に
、
国
民
健
康
保

険
、
介
護
保
険
、
水
道
、
下
水
道
事
業

な
ど
、
市
で
運
営
し
て
い
る
す
べ
て

の
会
計
を
加
え
た
市
全
体
の
赤
字
額

の
比
率
で
す
。

　

平
成
20
年
度
決
算
合
計
で
、
23
億

実
質
赤
字
比
率

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

２
７
４
４
万
円
の
黒
字
で
し
た
の

で
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
発
生
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
般
会
計
が
支
払
う
市
債
償
還
金

の
ほ
か
、
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
負
担

金
、
公
営
企
業
や
一
部
事
務
組
合
の

借
入
金
償
還
の
負
担
分
な
ど
、
昨
年

１
年
間
で
債
務
を
ど
の
程
度
負
担
し

た
の
か
判
断
す
る
比
率
で
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
超
え

る
と
市
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
、
市

独
自
の
施
策
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
県

内
31
市
町
村
の
中
で
、18
番
目
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
の
負
債
が
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
を
示
す
比
率
で
す
。

　

市
債
の
残
高
や
、
福
祉
施
設
建
設

へ
の
負
担
、
公
営
企
業
や
事
務
組
合

の
借
入
金
へ
の
負
担
金
、
職
員
の
退

職
金
な
ど
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
の
あ
る
負
債
を
も
と
に
算
定

さ
れ
ま
す
。
市
の
比
率
は
早
期
健
全

化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
市
債
の
発
行
を
抑
え

る
な
ど
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

将
来
負
担
比
率

　

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
の
経
営
状
態
の
悪
化
の
度

合
い
を
示
す
比
率
で
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
で
資
金
不
足
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

す
べ
て
の
指
標
で
基
準
を
満
た
し

て
い
ま
す
が
、近
い
将
来
、こ
れ
ら
指

標
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
地
方
交
付

税
の
減
少
に
よ
り
、
指
標
が
上
昇
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、市
で
は
、行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
務
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１

　

（
内
線
３
２
３
、３
２
４
）

資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率

健全化判断比率 単位：％

健全化判断比率
20年度 19年度

（参考）
早期健全化

基準
財政再生基準

実質赤字比率 － － 12.39 20.00
連結実質赤字比率 － － 17.39 40.00
実質公債費比率   17.4   16.6 25.00 35.00
将来負担比率 172.8 196.8 350.0

資金不足比率 単位：％

会計名
20年度 19年度

（参考）
経営健全化基準

下水道事業特別会計 － － 20.0
集落排水事業特別会計 － － 20.0
簡易水道事業特別会計 － － 20.0
上水道事業会計 － － 20.0
※赤字額がないため「－」と記載しています
※ 昨年度対象となっていた「工業団地事業特別会計」は、平成20年

度で会計が廃止されたため、このたびの資金不足比率の中には
入っていません

村上市の比率

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

　

県
や
市
区
町
村
の
財
政
破
綻
を
早
め
に
防
ぐ
た
め
に
、昨
年
か
ら
新
し
い
財

政
指
標
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。「
健
全
化
判
断
比
率（
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実

質
赤
字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
）」と
公
営
企
業
部
門（
水

道
や
下
水
道
事
業
）の「
資
金
不
足
比
率
」の
５
指
標
で
、財
政
の
健
全
度
を
測

り
ま
す
。算
定
の
結
果
、昨
年
に
引
き
続
き
、市
は
す
べ
て
の
指
標
で
基
準
を
満

た
し
て
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、指
標
の
結
果
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

※
数
値
は
暫
定
数
値
で
す
の
で
、今
後
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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村上市の職員数や給与などについて公表します
定員の状況　※臨時、非常勤職員除く（平成21年4月1日現在）

区分 職員数 区分 職員数

部門 20 21 部門 20 21

一
般
行
政

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木

5
149
36

209
75
0

57
27
39

5
145
37

199
75
0

53
25
39

特
別
行
政

教育
消防

129
151

121
147

小計 280 268

公
営
企
業

病院
水道
下水道
その他

1
27
24
53

1
26
24
48

小計 105 99
小計 597 578 合計 982 945

特別職の報酬等の状況（平成21年4月1日現在）

区分 給料・報酬月額
期末手当
（平成21年度支給割合）

6月期　1.60月分
12月期　1.70月分
　　計　3.30月分

給
料

市　長 788,000円

副市長 625,000円

報
酬

議　長 359,800円

副議長 295,800円

議　員 273,500円

※ 平成21年６月支給の期末手当は、国・県に準じて0.15月分
を暫定的に引き下げました

一般行政職の級別の構成比（平成21年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

７級 特に命ずる部長・特に命ずる支所長 0人 0%
６級 部長・支所長・特に命ずる課長 36人 7.7%
５級 課長・参事・課長補佐 45人 9.6%
４級 課長代理・副参事 77人 16.4%
３級 係長・主査 215人 45.7%
２級 主任 67人 14.2%
１級 主事・技師 30人 6.4%

計 470人 100%
※ 村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分に

よる職員数で「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に
該当する代表的な職名です

【給与について】

１職員の平均給料月額（平成21年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職 消防職

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

平均
年齢

村上市 307,649円
42.1
歳

285,046円
48.4
歳

322,134円
41.8
歳

新潟県 347,052円 43歳 349,238円 48歳

２職員の初任給（平成21年4月1日現在）

区分
一般行政職 技能労務職 消防職

大学卒 高校卒 高校卒 高校卒

村上市 初任給 172,200円 140,100円 137,200円 158,100円

国 初任給

Ⅰ種
181,200円
Ⅱ種

172,200円

140,100円 137,200円

３職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
（平成21年4月1日現在）

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 242,678円 295,680円 317,833円

高校卒 208,617円 251,388円 299,530円

技能労務職 高校卒 195,600円 238,000円 244,700円

消防職 高校卒 240,300円 317,233円 330,300円

【手当について（主なもの）】

１期末手当・勤勉手当（平成21年度支給割合）

村上市 国

　　　　　期末　　　　勤勉
６月期 1.40月分 0.725月分
12月期 1.60月分 0.725月分
　計 3.00月分 1.45月分
※ 職制上の段階、職務の級等による加算

措置あり

期末
村上市と同じ
勤勉
６月期　0.75月分
12月期　0.75月分
　計　　1.50月分

※ 平成21年６月支給の期末・勤勉手当は国・県に準じて0.20月
分（期末0.15月・勤勉0.05月）を暫定的に引き下げました

２退職手当（平成21年4月1日現在）

村上市 国

(支給率) （自己都合） (勧奨・定年)
勤 続 2 0 年 23.5 月分 30.55月分
勤 続 2 5 年 33.5 月分 41.34月分
勤 続 3 5 年 47.5 月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
調 整 額　 属していた職員の区分に応じて定

める額を加算（60月分）
加算措置　 定年前早期退職の場合は、1年につ

き2％加算（20％限度）
※ 平成18年4月1日改正による経過措置があ

ります

村上市と同じ

平成20年度退職者１人当たり平均支給額 23,051千円

３扶養手当（平成21年４月1日現在）

村上市 国

配偶者 13,000円
その他 各6,500円

村上市と同じ

４住居手当（平成21年４月１日現在）

村上市 国

借家　 月額12,000円以上の家賃を払っている職員に
対し、家賃額に応じ最高27,000円まで

自宅　新築・購入後、5年間月額2,500円

村上市
と同じ

５通勤手当（平成21年４月１日現在）

村上市 国

電車・バスなどの交通機関利用者
運賃の額に応じて最高55,000円まで支給

村上市と同じ

自動車等利用者
片道の使用距離に応じて2,500円～ 32,900円
まで支給

2,000円から
24,500円まで

【定員適正化計画の数値目標】

１数値目標の基本的な考え方
　新市誕生時、982人の職員体制でスタートしましたが、こ
れから多くの職員が定年を迎え、行政改革計画期間内である
平成28年度末までに356人の職員が退職となる見込みであ
り、また合併市町村基本計画にある「各年度の退職者の7割分
を減じます」を確実に実行していかなければなりません。
　こうした職員数の激変を見据えて、新たな行政課題や多様
化する市民ニーズに対応できる行政組織の再構築が必要であ
ることから、可能な限り事務事業の整理・統廃合を進めてい
くことを基本とし、効率的に職員数の削減を進めます。

２定員適正化計画
　計画期間（平成21年4月1日～平成29年4月1日）における定
員管理の数値目標

平成21年4月1日
職員数（人）

平成29年4月1日
職員数（人）

純減数 純減数（％）

945 733 △212 △22.4

●問い合わせ　総務課人事係　☎53－2111（内線318）
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包括支援
センター
だより

閉じこもりを
予防しましょう

　寝たきりや重度の介護が必要になった高齢者の４人に１人は、特にけがや病気はないのに徐々に生活機能

が低下し、関節疾患や転倒、骨折につながっています。

　その原因として注目されているのが“閉じこもり”です。

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線363、364）

　各支所地域福祉課介護保険係　荒川地区　☎62－0095、神林地区　☎66－6111（内線121、122）

　　　　　　　　　　　　　　　朝日地区　☎72－6887、山北地区　☎77－4053

心身のさまざまな機能が低下する閉じこもり

閉じこもりを防ぐヒント

閉じこもりとは… 家の外に出られるのに、家の中か庭先に出る程度で、週１回程度も外出しない状態

のことをいいます。

　狭い行動範囲と過度の安静がもととなり、４つの機能が低下します

　運動機能　　運動不足で筋力の低下や関節こう縮（柔軟性低下）となる。

　消化機能　　食欲不振や消化機能の低下により栄養状態が悪化し、免疫力が低下する。

　心肺機能　　心肺機能低下で、少し動いただけで疲れやすくなる。

　精神機能　　精神的・知的刺激が欠乏し、興味や関心を失う。

　・規則正しい生活のリズムを身に付けましょう。

　・１日30分以上は、体を動かすようにしましょう。
　・自分でできることは、自分でするようにしましょう。

　・生活空間を少しずつ広げ、自宅から外に出てみましょう。

　・趣味を持ち、楽しみましょう。

　・安全な住まいづくりの工夫をしましょう。

　・地域のサービスや情報を利用しましょう。

　・介護予防事業や各集落で行っている「地域の茶の間」に参加してみましょう。

※ 「地域の茶の間」は、気軽におしゃべりができたり、体操や出前講座に参加できたりと会場ご

とに趣向を凝らして実施しています。市内では81カ所で「地域の茶の間」が行われています

　寝たきりや認知症につながる
　閉じこもりによる心身の機能の低下は、必ずしも悪化していくばかりではありません。十分に改善が望め

ます。外へ出る楽しみを見つけ、適度に外出しましょう。
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こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

あ
な
た
の
お
口
の
中
は
健
康
で
す
か

　

市
で
は
、年
度
末
年
齢
が
40
歳
、50
歳
、60
歳
、70
歳
の
人
を

対
象
に
成
人
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
行
っ
た
成
人
歯
科
健
診
の
結
果
を
み
る
と
、口

の
中
が
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い
た
人
は
、４
人
に
１
人

し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
、「
治
療
が
必
要
」と
さ

れ
た
人
で
、
一
番
多
か
っ
た
原
因
は
「
む
し
歯
」
よ
り
も

「
歯
周
病
」で
し
た
。

　

意
外
に
お
口
の
中
は
、不
健
康
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ぜ

ひ
、定
期
的
な
歯
科
健
診
と
毎
日
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　朝日地区原小須戸の渋谷新

太郎さん（70歳）は、親知ら

ず以外はすべて自分の歯で喪

失歯はありません。平成20年

度の歯科健診の結果も優秀で

した。渋谷さんに感想を聞い

てみました。

成人歯科健診を受けて

　歯が痛くなり、「歯周病か

な」と思っていたときに、ちょ

うど市から案内ハガキが届い

たので、すぐ受診しました。

　歯みがき指導を受け、朝晩

の歯みがきと歯間ブラシをす

るようになりました。

　月１回の定期受診も続けて

います。いいきっかけになり

ました。

70歳ですべて
自分の歯

要精密検査・
要治療
82%

歯周治療
31%

う蝕治療
26%

しょく

ほ  てつしょ ち

歯石除去
20%

補綴処置
4%

異常なし
14%

要指導
4%

H20年度　成人歯科健診結果

ふれあいトーク
（市政懇談会）
を開催します

　今年度、第２回目（山北地

区は１回目）となる市長との

ふれあいトークを次のとお

り開催します。

　このふれあいトークは、皆

さんからのご意見やご要望

を市政に生かし、活気あるま

ちづくりを進めるための懇

談会です。

地区名 開催日 時間 対象者 会場

荒　川 11月２日㈪ 午後２時～ 荒川中学校生徒 荒川中学校

村　上 11月11日㈬ 午後７時～
市内の特定非営利
活動法人

市役所本庁舎

山　北 11月12日㈭ 午後７時～
山北地区に在住、
在勤する若者

さんぽく会館

神　林 11月13日㈮ 午後２時～
神納・平林中学校
生徒

神林支所旧議場

朝　日 11月30日㈪
午後１時
40分～

朝日中学校生徒 朝日支所旧議場

※荒川、朝日地区は、会場の都合上傍聴できません

●問い合わせ　政策推進課広報広聴係　☎53－2111（内線335）

成人歯科健診の

受診率は8.3%と低い状況です。
案内が届いたら、受診してください。
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食
育
だ
よ
り　

上
海
府
保

育
園
で
は
、
近

所
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
宅
の

サ
ツ
マ
芋
畑

で
芋
掘
り
を

さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
手
を
真
っ
黒

に
し
て
土
を
掘
り
、
大
き

な
イ
モ
を
見
つ
け
る
た

び
に
歓
声
を
あ
げ
、
大
喜

び
の
子
ど
も
た
ち
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
ご
褒
美
に
い
た
だ
い
た
イ
モ
で
「
焼
き
芋
パ
ー

テ
ィ
ー
」を
し
ま
し
た
。年
長
児
が
イ
モ
を
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
い
、薄

く
ス
ラ
イ
ス
し
て
、ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
に
並
べ
ま
す
。し
ば
ら
く

す
る
と
、お
い
し
そ
う
な
匂
い
が
広
が
り
、み
ん
な
ウ
キ
ウ
キ
わ

く
わ
く
。そ
し
て
、い
よ
い
よ
、こ
ん
が
り
焼
き
上
が
っ
た
イ
モ

を
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
い
し
い
」と
い
う
声
が
、あ

ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
や
い
な
や
、「
先
生
、お
代
わ
り
あ

る
の
」、「
も
っ
と
食
べ
た
い
」と
言
っ
て
、た
く
さ
ん
お
代
わ
り

を
し
て
、
満
足
そ
う
で
し
た
。
自
分
た
ち
で
掘
っ
た
イ
モ
な
の

で
、味
も
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
、子
ど
も
た
ち
に
食
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

食
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

今
年
の
１
月
か
ら
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

が
社
会
保
険
庁
か
ら
11
月
、
ま
た
は
平
成
22
年
２
月
こ
ろ
に
送
付

さ
れ
ま
す
。（
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
時
期
に
よ
り
、
送
付

月
が
異
な
り
ま
す
）

　

勤
務
先
で
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
こ
の
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
は
、
障
害
・
遺
族
年

金
な
ど
の
一
部
の
年
金
を
除
き
、
所
得
税
法
上
の
雑
所
得
と
な
り
ま

す
。
扶
養
親
族
等
申
告
書
（
ハ
ガ
キ
）
は
、対
象
と
な
る
年
金
の
受

給
者
に
毎
年
11
月
こ
ろ
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。こ
の
申
告
の
内
容
を
も
と
に
翌
年
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金

の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

年
金
に
か
か
る
所
得
税
は
、
確
定
申
告
で
最
終
税
額
を
調
整
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。扶
養
の
申
告
を
し
て
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ

れ
た
人
も
必
ず
確
定
申
告
を
し
て
所
得
税
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
・
年
金
係　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

国

民

年

金

　

全
国
的
な
医
師
不
足
の
中
で
、こ
の
地
域
の
医
師
数
の
減

少
が
進
み
、特
に
救
急
医
療
を
担
う
病
院
勤
務
医
師
の
負
担

が
増
し
て
い
ま
す
。夜
間
の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が
限
界

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、次
の
こ
と
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

日
中
の
う
ち
に
、早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に

　

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

ス
タ
ッ
フ
の
そ
ろ
っ
て
い
る
日
中
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

で
き
る
だ
け
主
治
医（
か
か
り
つ
け
医
）を
持
ち
、救
急
で

困
っ
た
と
き
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
、よ
く
相
談
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
急
病
は
、「
小
児
救
急
電
話
相
談
」を

　

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

小
児
科
医
師
や
看
護
師
な
ど
か
ら
子
ど
も
の
症
状
に
応

じ
た
適
切
な
対
処
の
仕
方
や
、受
診
す
る
病
院
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

電
話
番
号　

０
２
５
‐
２
８
８
‐
２
５
２
５

　

ま
た
は　

＃
８
０
０
０（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
専
用
）

実
施
日

　

土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
12
月
30
日
～
１
月
３
日
）

実
施
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
10
時

料　
　

金　

無
料（
た
だ
し
、電
話
料
金
は
有
料
）

●
問
い
合
わ
せ

　

 

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
４
）

地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
に

ご
協
力
を
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さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※ それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる

ように上記イラストを掲載しています

　

９
月
16
日
㈬
か
ら
18
日
㈮
に
か
け
て
、
村

上
市
消
防
本
部
で
南
極
地
域
観
測
隊
が
、

ロ
ー
プ
の
結
び
か
た
や
ク
レ
バ
ス
と
呼
ば
れ

る
谷
に
落
ち
た
仲
間
の
救
助
法
な
ど
を
訓
練

し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
隊
員
と
し
て
実
践
経
験
の

あ
る
、
市
消
防
本
部
の
小
田
消
防
司
令
の
指

導
に
よ
っ
て
、近
年
、村
上
市
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

第
51
次
と
な
っ
た
今
回
は
、
南
極
に
落
ち

た
隕
石
の
調
査
や
、
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
超
大
陸
が

現
在
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
や
南
ア
メ
リ
カ
大

陸
、
南
極
大
陸
な
ど
に
分
裂
し
た
過
程
な
ど

を
調
査
し
ま
す
。来
年
の
３
月
下
旬
に
は
、ロ

マ
ン
い
っ
ぱ
い
の
み
や
げ
話
と
調
査
結
果
を

持
っ
て
帰
国
す
る
予
定
で
す
。

南
極
地
域
観
測
隊

　
　

村
上
で
訓
練
！

むらかみ

　

９
月
20
日
㈰
、
坂
町
自
然
環
境
を
守
る
会
が
管
理

す
る
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
を
、
地
区
の
子
ど
も
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
行
い
ま
し
た
。

　

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
無
農
薬
、
ア
イ
ガ
モ
農
法

を
取
り
入
れ
た
こ
の
田
ん
ぼ
は
、
ア
イ
ガ
モ
８
羽
が

雑
草
や
害
虫
を
駆
除
し
、
泳
ぐ
こ
と
で
田
ん
ぼ
の
土

を
か
き
混
ぜ
ま
す
。
お
か
げ
で
天
候
不
順
を
よ
そ
に

黄
金
の
稲
が
育
ち
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
稲
刈
り
カ
マ
を
使
っ
て
、
一
生
懸

命
自
分
た
ち
の
手
で
刈
り
取
り
、
ハ
サ
に
掛
け
る
と

こ
ろ
ま
で
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
刈
り
取
っ
た
米
は
、
お
正
月
に
地
区
行
事
で

お
餅も

ち

に
し
て
食
べ
る
予
定
で
す
。

お
い
し
い
米
に

　
　
　
　

な
っ
た
カ
モ

あらかわ

　

９
月
20
日
㈰
、秋
晴
れ
の
中
、塩
谷
大
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。塩し

お

竈が
め

神
社
で
神
事
を
行
っ
た
後
、午
前
９
時

30
分
に
中
学
生
の
先
太
鼓
に
続
き
、
若
い
衆
が
担
ぐ

神み

輿こ
し

と
小
学
生
に
よ
る
子
ど
も
神
輿
が
巡
行
に
出

発
。

　

神
輿
は
、
各
家
の
縁
側
な
ど
に
並
べ
ら
れ
た
供
物

を
正
面
に
し
て
、
担
ぎ
手
約
30
人
に
よ
り
一
斉
に
神

輿
を
上
下
に
あ
お
り
な
が
ら
「
よ
い
さ
、
よ
い
さ
」
の

掛
け
声
で
、
無
病
息
災
、
家
内
安
全
を
祈
念
し
ま
す
。

「
バ
ン
チ
ョ
ウ
親
方
」（
拍
子
木
で
神
輿
を
誘
導
す
る

人
）の
田
村
富
夫
さ
ん
は「
今
年
は
連
休
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
例
年
以
上
の
担
ぎ
手
が
集
ま
っ
て
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

神
輿
は
丸
一
日
か
け
て
塩
谷
集
落
内
を
練
り
歩

き
、夕
方
に
再
び
塩
竈
神
社
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

太
鼓
の
音
高
ら
か
に

　
　

塩
谷
大
祭

かみはやし

田んぼで泳ぐアイガモ
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10
月
３
日
㈯
、Ｓ
Ｌ「
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り
庄

内
号
」
が
村
上
駅
か
ら
酒
田
駅
に
向
け
出
発

す
る
こ
と
か
ら
、
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
開

催
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
獅
子
舞
や
瀬
波

潮
太
鼓
な
ど
の
舞
踊
で
お
客
さ
ん
を
歓
迎

し
、
こ
の
日
は
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
開
催

期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
小
学
校
児

童
や
幼
児
で
構
成
さ
れ
た
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

「
Ｎ
・
Ａ
・
Ｄ（
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
・
ド
ラ
ゴ

ン
）
」
の
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
で
は
、
汽
笛
の
大
き
な
音
を
た
て

な
が
ら
Ｓ
Ｌ
が
到
着
す
る
と
、
あ
ま
り
に
も

汽
笛
の
大
き
な
音
と

　
　
　
　

黒
煙
を
上
げ
て

Ｓ
Ｌ「
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り
庄
内
号
」

が
村
上
駅
か
ら
出
発

むらかみ

　

10
月
２
日
㈮
、高
南
保
育
園
で
育
児
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み
の
瀬

賀
ひ
ろ
み
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、約
60
人
の
幼

児
と
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。家
庭
で
も
で

き
る
親
子
遊
び
を
テ
ー
マ
に
、ハ
イ
ハ
イ
で
移

動
し
た
り
、新
聞
紙
を
使
っ
て
手
足
を
動
か
す

遊
び
な
ど
を
行
い
、子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
遊

戯
室
を
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

瀬
賀
さ
ん
は
、「
幼
児
期
は
、足
腰
を
鍛
え
る

大
事
な
時
期
で
す
。ハ
イ
ハ
イ
な
ど
手
や
関
節

を
使
っ
た
遊
び
を
通
し
て
、何
よ
り
お
家
の
人

と
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
も
ら
い
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。塩
野
町
集
落
か
ら
参
加
し
た

小
田
晴
代
さ
ん
と
侑ゆ

う

成せ
い

く
ん
は「
な
か
よ
し
広

場
に
は
、週
４
回
く
ら
い
来
て
い
ま
す
。身
近
に

あ
る
も
の
を
利
用
し
て
遊
べ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
、や
っ
て
み
た
い
」と
帰
っ
て
遊
ぶ
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

育
児
講
座

　

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

あさひ

　

10
月
３
日
㈯
、新
潟
県
森
林
研
究
所
で
、研

究
開
発
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
一
般
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。２
９
４
人
が

訪
れ
、昨
年
よ
り
多
く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
来
て
、見
て
、

触
っ
て
、野
生
の
き
の
こ
を
覚
え
よ
う
」。キ
ノ

コ
狩
り
が
多
く
な
る
季
節
に
合
わ
せ
、野
生
キ

ノ
コ
の
解
説
と
展
示
、エ
ノ
キ
タ
ケ
、ナ
メ
コ
新

品
種
の
開
発
状
況
と
試
食
な
ど
の
特
設
会
場

が
設
置
さ
れ
、訪
れ
た
人
は
職
員
の
説
明
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、普
段
入
れ
な
い
施
設
の
中
を

興
味
深
く
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

七
湊
集
落
の
鈴
木
久
子
さ
ん
は「
エ
ノ
キ
の

バ
タ
ー
炒
め
を
初
め
て
食
べ
ま
し
た
が
、シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
し
て
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。キ
ノ

コ
汁
も
美
味
し
く
、食
べ
た
ら
体
が
ポ
カ
ポ
カ

し
て
き
ま
し
た
。家
で
も
作
っ
て
食
べ
さ
せ
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
潟
県
森
林
研
究
所
が

一
般
公
開

あさひ

さんぽく

大
き
な
音
に
泣
き
出
す
子
ど
も
も
。
最
後
の

Ｓ
Ｌ
の
見
送
り
で
は
、
視
界
か
ら
見
え
な
く

な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
見
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、山
北
地
内
の
府
屋
駅
で
も
、カ
メ
ラ

を
持
っ
た
鉄
道
フ
ァ
ン
や
子
ど
も
連
れ
の
家

族
な
ど
、
Ｓ
Ｌ
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
集

ま
っ
た
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

府
屋
駅
に
は
３
日
㈯
と
４
日
㈰
の
両
日
に

約
20
分
間
停
車
。
ホ
ー
ム
に
降
り
立
っ
た
乗

客
の
皆
さ
ん
に
山
北
の
特
産
品
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、名
水
の
里
お
お
ご
と
、さ
ん
ぽ

く
生
業
の
里
の
皆
さ
ん
が
準
備
し
た
ア
ク
笹

巻
き
や
と
ち
餅
、
平
成
の
名
水
「
吉
祥
清
水
」

な
ど
が
、振
る
舞
わ
れ
、「
素
朴
な
味
」と
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。
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9
月
10
日
か
ら
10
月
12
日
に
か
け
て
、
第
９
回
城

下
町
村
上
町
屋
の
屏
風
ま
つ
り
が
村
上
地
区
の
旧
町

人
町
一
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
は
、９
月
末
ま
で
で
す
が
、今
年
は
新
潟
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
、
特
別
開

催
と
し
て
期
間
を
延
長
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
と
11
日
に
は
、
宵
の
竹
灯
籠
ま
つ
り
も

同
時
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
名
古
屋
か
ら
訪
れ
た
ご

夫
婦
は「
屏
風
ま
つ
り
を
見
に
来
ま
し
た
が
、今
日
は

竹
灯
籠
ま
つ
り
も
行
わ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
夕
方

に
は
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
付
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

町
屋
の
屏
風
祭
り

　

10
月
11
日
㈰
、
秋
晴
れ
の
中
、
神
林
地
区
体
育
祭

が
、パ
ル
パ
ー
ク
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
約
１
，

６
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
出
集
落
の
近
和
之
さ
ん
が
「
神
林
地
区
の
親
睦

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
精
一
杯
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
た
後
、参
加
者
は
各

種
目
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
地
域

対
抗
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
位　

砂
山
地
域

第
２
位　

神
納
東
地
域

第
３
位　

神
納
地
域

第
４
位　

平
林
地
域

第
５
位　

西
神
納
地
域

神
林
地
区
体
育
祭

かみはやしむらかみ

　

10
月
３
日
㈯
、
村
上
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
北
支
所
主
催
に
よ
る「
昼
食
招
待
事
業
」が

福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
花
会
館
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
年
２
回
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
な
ど
を
招
待
し
、
手
づ
く
り
の
お
い

し
い
昼
食
を
ご
ち
そ
う
事
業
で
、
今
回
は
八

幡
地
区
と
下
海
府
地
区
の
皆
さ
ん
約
70
人
が

招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
健
康
体
操
で
体
力
づ
く
り
、
午

後
か
ら
は
山
北
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議

会
の
皆
さ
ん
手
づ
く
り
の
栗
ご
飯
な
ど
秋
の

味
覚
た
っ
ぷ
り
の
昼
食
と
、
山
北
民
謡
愛
好

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
唄
や
踊
り
な
ど
で
参
加

者
は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
お
い
し
い
食
事
と
唄
や
踊
り

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
い
し
い

　

お
昼
ご
は
ん
を
ど
う
ぞ

昼
食
招
待
事
業

さんぽく

　

10
月
10
日
㈯
、
地
区
内
の
保
育
園
で
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
町
保
育
園
で
は
、
先
日
行
わ
れ
た
新
潟

国
体
に
ち
な
ん
で
「
ト
キ
め
き
さ
か
ま
ち
国

体
」と
称
し
た
障
害
物
競
走
を
行
い
ま
し
た
。

　

障
害
物
競
走
の
跳
び
箱
５
段
を
華
麗
な

フ
ォ
ー
ム
で
跳
び
越
す
園
児
も
い
て
、
そ
の

姿
は
ま
さ
に
国
体
選
手
。

　

そ
の
ほ
か
に
先
生
が
作
成
し
た
カ
キ
の
木

や
ケ
ー
キ
、
車
な
ど
を
使
っ
た
楽
し
い
競
技

が
運
動
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

一
時
的
に
小
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
園
児

た
ち
は
気
に
す
る
様
子
も
な
く
最
後
ま
で
笑

顔
で
楽
し
く
競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

保
育
園
運
動
会

あらかわ
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10
月
18
日
㈰
、
朝
日
み
ど
り
の
里
屋
根
付
多
目
的

広
場
で
恒
例
の「
あ
さ
ひ
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
」が
行
わ

れ
、時
折
り
雨
が
降
る
中
、大
勢
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、や
ま
も
ち
や
き
の
こ
汁
、朝

日
豚
と
村
上
牛
の
串
焼
き
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
ほ

か
、お
昼
に
は
餅も

ち

つ
き
も
行
わ
れ
、訪
れ
た
人
に
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
け
し
の
絵
付
け
や
ま
ゆ
玉
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
新
発
田
市
か
ら

訪
れ
た
宮
島
愛
佳
さ
ん
は
「
ま
ゆ
玉
作
り
は
初
め
て

な
の
で
、上
手
に
出
来
る
と
思
わ
な
か
っ
た
け
ど
、か

わ
い
く
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
ま
ゆ
玉
で
作
っ
た

ト
ッ
キ
ッ
キ
を
う
れ
し
そ
う
に
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

あ
さ
ひ
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り

　

10
月
18
日
㈰
、神
林
地
区
で
は
、め
ず
ら
し
い
稚
児

行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、宿
田
集
落
に
あ
る

「
大
智
院
」
で
、
新
し
い
住
職
を
向
か
え
る
式
典
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

４
才
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
44

人
が
こ
の
行
列
に
参
加
し
、花
火
の
出
発
合
図
の
後
、

午
前
7
時
30
分
こ
ろ
ス
タ
ー
ト
。
稚
児
の
衣
装
は
古

式
に
の
っ
と
っ
た
あ
で
や
か
な
衣
装
で
、
男
の
子
は

烏
帽
子
、女
の
子
は
金
色
の
天
冠
を
被
り
、１
時
間
程

度
集
落
の
中
を
厳
か
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
、大
勢
の
地
元
の
皆
さ
ん
が
、愛
ら
し
い

稚
児
の
行
列
に
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
ま
し

た
。行
列
に
参
加
し
た
子
ど
も
の
母
親
は「
雨
が
心
配

で
し
た
が
、
キ
ラ
キ
ラ
の
衣
装
で
歩
く
こ
と
が
で
き

て
、と
て
も
い
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

あ
で
や
か
に
稚
児
行
列

かみはやしあさひ

　

10
月
12
日
㈪
の
体
育
の
日
、
山
北
総
合
体

育
館
を
会
場
に
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
来
館
し
た
延
べ
２
５
０
人
の
人

た
ち
は
、
会
場
内
に
用
意
し
て
あ
る
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
ゲ
ー
ム
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ミ
ニ
テ
ニ
ス
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　

当
地
区
で
行
わ
れ
た
ト
キ
め
き
新
潟
国
体

相
撲
競
技
も
成
功
裏
に
終
わ
り
、
当
地
区
体

育
施
設
は
通
常
ど
お
り
の
使
用
が
で
き
ま

す
。こ
れ
か
ら
日
没
も
早
く
な
り
ま
す
の
で
、

屋
内
で
の
運
動
に
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に

　
　

さ
わ
や
か
な
汗

　
　
　
　

ス
ポ
レ
ク
祭
り

さんぽく

　

10
月
17
日
㈯
、
荒
川
地
区
公
民
館
を
会
場

に
坂
町
病
院
活
性
化
促
進
大
会
が
、
関
係
す

る
地
域
住
民
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
村
上
市
岩
船
郡
医
師
会
の
澤
田

会
長
と
坂
町
病
院
内
科
部
長
の
近
医
師
が
地

域
医
療
の
現
状
を
踏
ま
え
た
記
念
講
演
を
開

催
、記
念
講
演
の
後
の
促
進
大
会
で
は
、関
川

村
の
加
藤
輝
子
さ
ん
が
「
坂
町
病
院
は
心
の

ケ
ア
が
確
立
し
て
い
る
、
今
後
産
婦
人
科
の

再
開
を
強
く
要
望
し
な
が
ら
地
域
が
連
携
し

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
院
で
あ

る
」と
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、参
加
者
の
男
性
は「
坂
町
病

院
は
非
常
に
大
事
な
病
院
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
医
療
を
考
え
る

　

坂
町
病
院
活
性
化
促
進
大
会

あらかわ
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は
じ
め
に
ク
ラ
ブ
の
特
徴
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い

渡
辺　

希
楽
々
は
設
立
か
ら
６
年
目

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
が
力
を
出
し

合
い
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企

画
運
営
し「
人
」が
充
実
し
て
い
る
こ

と
が
希
楽
々
の
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

　

事
業
で
は
、「
ス
ポ
レ
ッ
ク
」
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
ス
ポ
レ
ッ

ク
」
を
と
お
し
て
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

の
提
供
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
を
、
い

ろ
い
ろ
な
地
域
や
団
体
な
ど
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係　
☎
72-

６
８
８
６

山
田　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み
は

設
立
か
ら
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
理
論
的
、実

践
的
に
指
導
で
き
る
指
導
者
が
充

実
し
て
お
り
、健
康
運
動
指
導
士
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が

居
る
こ
と
が
特
色
で
す
。

　

事
業
で
は
、中
高
年
者
に
対
す
る

健
康
づ
く
り
教
室
が
定
着
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

ま
た
、今
年
度
か
ら
村
上
地
区
の

体
育
施
設
の
指
定
管
理
を
受
け
、ス

タ
ッ
フ
も
増
え
、活
動
の
幅
が
広
が

り
ま
し
た
が
、い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

直
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
山　

当
ク
ラ
ブ
は
来
年
２
月
に

朝
日
地
区
で
の
設
立
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

朝
日
地
区
で
は
、農
作
業
で
身
体

を
動
か
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、

全
体
的
に
、運
動
の
実
施
率
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
を
設
立
し
て
、子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
な
が
ら
心
や
体
を
鍛
え
て
い
け

る
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、設
立
に
向
け
て
会
員
や

ス
タ
ッ
フ
、
指
導
者
の
確
保
、
会
費

の
設
定
な
ど
が
課
題
で
す
。

希楽々

渡辺クラブマネジャー

　市には現在、ＮＰＯ法人「希楽々」とＮＰＯ法人総合型スポーツクラ

ブ「ウェルネスむらかみ」、設立準備中のあさひ総合型地域スポーツクラ

ブ（仮）の３つの総合型地域スポーツクラブがあります。このたび、各

クラブの長所を共有し、市民の健康・体力・生きがいづくりや地域スポー

ツの発展を図るために話し合いを行いました。

　今月号と来月号では、その様子を紹介します。
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ウェルネスむらかみ

山田クラブマネジャー

あさひ総合型スポーツクラブ（仮）

中山　氏

あ
さ
ひ
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
立
に
つ
い
て
、助
言
を
お

願
い
し
ま
す

山
田　

会
費
の
設
定
に
は
、人
件
費

や
活
動
経
費
、会
員
数
を
想
定
し
て

対
応
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、希

楽
々
の
よ
う
に
会
員
も
事
業
運
営

に
携
わ
り
、み
ん
な
で
運
営
す
る
の

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　

希
楽
々
で
の
会
員
募
集
の

考
え
方
は
、興
味
を
も
っ
て
積
極
的

に
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
会
員

を
集
め
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
会
員
数
を
増
や
す
こ
と
よ
り
、

ク
ラ
ブ
会
員
で
あ
る
自
覚
を
持
ち
、

活
動
す
る
こ
と
が
一
番
の
目
的
で

あ
り
ま
す
。

中
山　

「
も
し
会
員
募
集
が
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
ら
」と
い
う
不
安
が

あ
る
の
で
す
が
・
・
・

渡
辺　

希
楽
々
の
設
立
時
に
は
、神

林
地
区
の
体
育
施
設
の
使
用
料
が

無
料
だ
っ
た
た
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
た
め
に
お
金
を
払
う
」と
い
う

意
識
が
薄
く
、参
加
者
や
会
員
を
募

集
す
る
の
は
大
変
で
し
た
。そ
の
た

め
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

中
山　

朝
日
地
区
で
も「
今
ま
で
無

料
だ
っ
た
の
に
」と
い
う
意
識
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

山
田　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
は
、ス
ポ
ー

ツ
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
が
会
員

に
な
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
制
が
あ

り
ま
し
た
が
、問
題
点
も
多
く
廃
止

の
方
向
で
す
。

渡
辺　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
会
員
と

し
て
加
入
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

希
楽
々
で
も
、い
ろ
い
ろ
な
付
加

価
値
を
つ
け
、会
員
で
あ
る
メ
リ
ッ

ト
を
出
し
ま
し
た
。

中
山　

「
会
員
に
な
り
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業

や
、サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
田　

そ
れ
か
ら
、長
く
一
つ
の
種

目
に
専
念
し
て
い
る
人
を
取
り
込

む
こ
と
は
非
常
に
大
変
で
す
。高
齢

化
な
ど
に
よ
り
活
動
が
停
滞
し
て

い
る
団
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、幅
広

く
ス
ポ
ー
ツ
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
で
き
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
環
境
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
、今
後
の
ク
ラ
ブ
の
課
題
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人

よ
り
、し
て
い
な
い
人
の
方
が
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、挑
戦

し
て
く
れ
る
。半
分
以
上
が
運
動
を

し
て
い
な
い
人
だ
か
ら
、運
営
を
進

め
る
う
え
で
大
き
な
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

山
田　

初
め
て
体
験
す
る
こ
と
は

素
直
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
よ
ね
。

渡
辺　

最
初
は
、入
会
を
求
め
る
こ

と
よ
り
も
、会
員
以
外
の
人
も
参
加

し
や
す
い
空
間
を
提
供
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
と
き

に
「
楽
し
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
会
員
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。今

後
、ど
の
よ
う
な
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
か

山
田　

社
員
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
、メ
タ
ボ
対
策
に
力
を
入
れ
る
企

業
も
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

企
業
へ
出
張
教
室
な
ど
の
開
催
を

呼
び
掛
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
二
子
島
森
林
公
園
で
、
子

ど
も
を
対
象
と
し
た
カ
ヌ
ー
教
室

を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。自
然
豊
か

な
環
境
を
利
用
し
て
、い
ろ
い
ろ
な

遊
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

渡
辺　

各
ク
ラ
ブ
で
同
じ
よ
う
な

内
容
の
教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
教
室
な
ど
を

合
同
で
企
画
運
営
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
辺　

活
動
す
る
ス
テ
ー
ジ
や
ス

タ
ッ
フ
、ク
ラ
ブ
の
長
所
な
ど
を
共

有
し
、
共
同
で
活
動
で
き
れ
ば
会

員
、各
ク
ラ
ブ
と
も
に
得
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
続
き
は
、来
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

な
ぜ
、総
合
型
が
必
要
な
の
？

　

村
上
、
神
林
地
区
に
続
い
て
、
朝

日
地
区
に
も「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ（
総
合
型
）」が
設
立
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。市
報
で
も

毎
号
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
総

合
型
で
す
が
、通
常
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
と
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う

か
。

　

総
合
型
は
、地
域
の
皆
さ
ん
が
主

役
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。自
分

た
ち
で
設
立
し
、自
ら
会
員
と
な
っ

て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分

た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、「
多

種
目
、多
世
代
、多
志
向
」と
い
う
特

徴
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
特
徴
を
活
か
し
て
、身
近
な

施
設
で
自
分
の
や
り
た
い
ス
ポ
ー

ツ
を
友
達
や
家
族
、あ
る
い
は
１
人

で
も
楽
し
ん
で
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。



2009.11.1　　26

○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区 氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※９月11日から10月10日までの届け出です（敬称略）

※表示されている行政区は、実際登録されている町内会、集落です

人口と世帯数（10月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä32,988人(△21）　Å35,849人(△11）　 計68,837人(△32）　    22,824世帯(8）

【お詫びと訂正】�市報むらかみ10月号に掲載した「おくやみ」の齋藤フミさん（8月2日届け出）の行政区名に誤りがありました。
お詫びして訂正します。　（誤）「大津」　（正）「荒川松山」

村上地区
渡 邉 マ ギ	 95	 加賀町
本 間 金 作	 85	 瀬波中町
和　田　シズ子	 87	 塩町
鈴　木　良一郎	 53	 瀬波新田町
加　藤　田鶴子	 80	 新町
塚 田 コ ト	 81	 松原町一丁目
長 濱 　 一	 70	 岩船岸見寺町
佐 藤 ミ キ	 82	 鋳物師
佐 藤 冨 男	 77	 天神岡
貝　沼　クラコ	 82	 久保多町
本 間 一 美	 51	 間島
本 間 タ ケ	 99	 幸町
五十嵐　昭　吾	 80	 小町
石 坂 正 子	 71	 松原町四丁目
日 下 優 子	 65	 庄内町
斎 藤 雪 江	 91	 上の山
石 田 茂 助	 86	 杉原
吉 田 裕 憲	 21	 日下
大　滝　冨司雄	 89	 下相川
楠 田 キ チ	 96	 肴町
阿 部 公 平	 91	 馬下
髙 橋 正 巳	 80	 羽黒町
大 滝 　 博	 82	 山居町二丁目
藤 川 ナ ミ	 95	 羽黒町

村上地区
結羽（ゆわ）	 齋　藤　　　武	 加賀町
心結（みゆ）	 齋　藤　　　武	 加賀町
珠那（じゅな）	 小　田　光　己	 山辺里
柚月（ゆづき）	 小　竹　　　岳	 緑町五丁目
遥暉（はるき）	 丹　羽　孝　幸	 南町二丁目
くらら	 石　井　賢　哉	 山辺里
優陽（ゆうひ）	 髙　野　有　弘	 松原町三丁目
羽多（うた）	 髙　橋　勇　介	 赤沢
隼真（はゆま）	 曽　川　　　量	 片町
ちゆき	 手　塚　拓　也	 杉原
未央（みお）	 相　田　　　剛	 山居町二丁目
蒼紫（あおし）	 熊　倉　健　太	 山辺里
亮太（りょうた）	 倉　松　淳　志	 南町二丁目
大樹（ひろき）	 剣　持　　　樹	 三之町
純（すなお）	 山　上　　　勝	 羽黒町
空叶（くうと）	 吉　田　健　二	 細工町
芽琉（める）	 五十嵐　英　昭	 下渡
亮（りょう）	 羽　取　　　穣	 塩町
匠洋（たくみ）	 板　垣　兵　栄	 山辺里

神林地区
啓人（ひろと）	 近　　　俊　明	 山田
向佑英（こうえい）	 石　田　博　史	 牛屋
青空（そら）	 長　柄　清一郎	 新飯田
みのり	 横　山　光　治	 下助渕
元（はじめ）	 齋　藤　　　仁	 河内
倭士（やまと）	 木　村　直　人	 上助渕
荒川地区
ひなた	 金　子　　　浩	 佐々木
瑞希（みずき）	 横　井　正　樹	 下鍜冶屋
昊（そら）	 近　藤　　　学	 金屋
寛希（ひろき）	 佐　藤　輝　義	 荒川松山
朝日地区
華凛（かりん）	 加　藤　清　樹	 黒田
梨央南（りおな）	 本　田　則　敬	 塩野町
颯介（そうすけ）	 須　貝　一　也	 小揚
山北地区
莉子（りこ）	 渡　邉　利　一	 脇川

荒川地区
小 川 直 　	 84	 坂町
竹 内 ト シ	 91	 下鍜冶屋
磯 部 良 子	 58	 藤沢
遠 山 ヤ イ	 84	 金屋
小 川 久 二	 80	 海老江
金 子 俊 二	 80	 荒川松山
横 山 　 繁	 73	 十文字
井 上 二 郎	 74	 佐々木
小　林　キミエ	 83	 海老江
渡 邊 ミ ツ	 98	 佐々木
八 幡 ヤ イ	 82	 鳥屋
松 田 康 平	 92	 佐々木
紺 野 　 孝	 68	 金屋
山北地区
　原　昭喜智	 65	 中継
佐 藤 敏 雄	 78	 勝木
佐 藤 一 三	 84	 大毎
渡 辺 清 子	 54	 府屋本町
板 垣 テ イ	 89	 北赤谷
　　地　鍵一郎	 72	 寒川
小 池 乙 め	 99	 府屋学校町

朝日地区
貝 沼 泰 藏	 77	 関口
中 山 善 治	 82	 岩沢
齋 藤 壽 美	 92	 大須戸
大 滝 フ ミ	 84	 松岡
相 馬 　 浩	 52	 高根
佐 藤 美 子	 75	 石住
渋 谷 シ ン	 92	 原小須戸
辻 澤 　 清	 82	 大場沢
山 賀 　 斉	 51	 大須戸
飯 沼 　 義	 88	 岩沢
飯 沼 哲 夫	 74	 岩沢
板　垣　マスイ	 96	 高根
神林地区
横 山 源 太	 91	 下助渕
大滝　仁右衛門	 79	 有明
佐 藤 セ ウ	 82	 指合
松　村　孝四郎	 92	 山田
鈴 木 隆 一	 79	 上助渕
志 村 　 隆	 84	 北新保
櫻 井 進 一	 75	 福田
田　中　與壽夫	 59	 牧目
天 井 ミ ネ	 98	 七湊
八藤後　トモヨ	 97	 上助渕
櫻 井 カ ツ	 64	 赤松
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

新　着　図　書

◆…一般書　○…児童書

【中央図書館】

◆　海峡の南（伊藤たかみ）

◆　翼をください（原田マハ）

◆　父を葬
おく

る（高山文彦）

◆　ねずみ石（大崎梢）

◆　潰
かいぎょく

玉（墨
すみ

谷
たに

渉
わたる

）

◆　握りしめた欠片（沢木冬
とう

吾
ご

）

◆　外事警察（麻
あそ

生
う

幾
いく

）

◆　三人暮らし（群ようこ）

◆　発火点（桐野夏生対論集）

◆　小さいころに置いてきたもの（黒柳徹子）

◆　パパルール（安藤哲也）

◆　喫茶手帳（日本ティーコンシェルジュ協会監修）

◆　米坂線　写真集（後藤千春）

◆　新潟県の歴史散歩

○　ぐりとぐらのしりとりうた（やまわきゆりこ）

○　10ぴきのかえるのおつきみ（仲川道子）

○　とうふさんがね・・（とよたかずひこ）

○　みのむし（甲斐信枝）

○　がまんのケーキ（かがくいひろし）

○　くまの楽器店（こみねゆら）

○　マジック☆ラビット（アネット・ルブラン・ケイト）

○　キャットと魔法の卵（ダイアナ・ウィン・ジョーンズ）

○　反撃（草野たき）

○　この世でいちばん大事な「カネ」の話（西
さい

原
ばら

理
り

恵
え

子
こ

）

講　　座　　名 担当課名
万が一に備えて　防災ワンポイント講座 総務課
悪質商法・架空請求こんな手口にご用心 市民課
高齢者交通安全教室 市民課
親子交通安全教室 市民課
認知症の理解 介護高齢課
介護保険制度について 介護高齢課
メタボリックシンドロームとは 保健医療課
特定健康診査の結果の見方 保健医療課
観光について 商工観光課
都市計画について 都市計画課
米と水田の有効利用 農林水産課
これからの漁業　～資源管理型漁業～ 農林水産課
未来の森林・林業について 農林水産課
村上歴史講座 文化行政課
村上市の文化財めぐり 文化行政課
発掘調査からみた村上市の歴史 文化行政課
健康づくり体操 スポーツ振興課
ニュースポーツの紹介 スポーツ振興課
健康・体力づくりとスポーツ スポーツ振興課
生涯学習ってなぁに？ 生涯学習課
公民館活用講座 生涯学習課
下水道のしくみ 下水道課
水が家庭に届くまで 水道局
住宅火災警報器の設置について 消防本部予防課
応急手当講習会（一般） 消防本部総務課
普通救命講習会Ⅰ 消防本部総務課
普通救命講習会Ⅱ 消防本部総務課
財産を相続したとき、もらったときの税金
について

村上税務署

高齢者と税金について 村上税務署
サラリーマンと税金について 村上税務署
食の安全・安心情報レクチャー 村上地域振興局
思春期・更年期・心の健康・性教育・男女
平等など

村上地域振興局

相続について 法務局
土地や建物の登記について 法務局
交通安全教育 警察署
安全安心地域づくり 警察署
問い合わせ先
生涯学習課社会教育係 ☎ 72－6881
村上市役所（各課） ☎ 53－2111（代表）
文化行政課 ☎ 72－6888
スポーツ振興課 ☎ 72－6886
水道局・下水道課 ☎ 66－6111
消防本部 ☎ 53－7222

※ 施設見学や表以外の項目についても担当課に問い合わ

せください

む
ら
か
み

出
前
講
座

　

こ
の
講
座
は
、
行
政
の
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
や
情
報
に
つ
い
て
、
市

職
員
な
ど
が
、直
接
出
向
い
て
皆

さ
ん
に
説
明
し
、学
習
機
会
を
推

進
す
る
事
業
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
各
講
座
の
申
し

込
み
は
、
担
当
課
で
直
接
受
け

付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
国
、
県

の
機
関
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

生
涯
学
習
課
で
受
け
付
け
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　

☎
72
‐
６
８
８
１

よみきかせのある日
【中央図書館】火　曜　日　午後３時30分～
　　　　　　　　土　曜　日　午前11時～
【朝日図書館】第４土曜日　午前10時～
【荒川図書室】第３土曜日　午前10時～
　　　　　　　（４・８・３月を除く）
【神林図書室】第３木曜日　午前10時～
　　　　　　　（7・9・12・1・3月のみ）

太宰治　生誕100周年記念　朗読会
　今年は、太宰治が生まれて100年目の年。それ
を記念して、中央図書館で太宰の代表作の朗読
会を開催します。
演　目　 『貧の意地』、『人間失格（一部抜

粋）』、『走れメロス』
と　き　11月８日㈰　午後１時30分開演
ところ　中央図書館　談話室
主　催　金曜朗読会　優しい時間
協　力　中央図書館
その他　入場無料
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印刷　村上印刷株式会社

　国体開幕を前に村上市での開催競技である相撲をもっと身

近に感じてもらおうと、９月25日㈮にさんぽく南小学校で相撲

健康体操が行われました。

　日本相撲連盟役員と東京農業大学の学生３人（トキめき新潟

国体の成年男子出場者）が同小学校を訪れ、３・４年生の52人

が参加しました。相撲の基本動作を習った児童たちは、最後に

体重200kgを超える選手と一勝負。

　体操教室では、児童たちの笑顔が見られ、相撲に対してとて

も親しみを覚えたようでした。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u新市の合併以前から、準備を行ってき

たトキめき新潟国体が閉会しました。今

号で紹介した写真から、国体を見に行け

なかった皆さんにも、新潟県勢の活躍の

様子や感動、ボランティアの皆さんの頑

張りが伝わればいいなと思っています。

u会場で声援を送ってくれた皆さん、大

会運営にご協力くださった皆さん、そし

て熱い戦いを見せてくれた選手の皆さ

ん、ありがとうございました。誉○ 
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このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス
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